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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成26年7月24日(2014.7.24)

【公表番号】特表2013-528243(P2013-528243A)
【公表日】平成25年7月8日(2013.7.8)
【年通号数】公開・登録公報2013-036
【出願番号】特願2013-513640(P2013-513640)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  77/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  77/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  77/04    　　　　
   Ｃ０８Ｇ  77/02    　　　　
   Ｃ０８Ｌ 101/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年6月3日(2014.6.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つのハロゲン不含の難燃剤および少なくとも１つの金属酸化物または半金
属酸化物を含有する粒子を製造するための方法であって、少なくとも次の工程：
（Ａ）少なくとも１つの難燃剤および少なくとも１つの金属酸化物または半金属酸化物の
少なくとも１つの前駆体化合物を含有する水性乳濁液を製造する工程、
（Ｂ）コアシェル型粒子を形成させる工程、但し、少なくとも１つの難燃剤は、粒子のコ
ア中に存在し、かつ少なくとも１つの金属酸化物または半金属酸化物は、粒子のシェル中
に存在するものとし、および
（Ｃ）場合により工程（Ｂ）からのコアシェル型粒子を乾燥させる工程、
または
（Ｄ）水、少なくとも１つの極性溶剤、少なくとも１つのハロゲン不含の難燃剤および少
なくとも１つの金属酸化物または半金属酸化物の少なくとも１つの前駆体化合物を含有す
る混合物を製造する工程、
（Ｅ）少なくとも１つの金属酸化物または半金属酸化物の少なくとも１つの前駆体化合物
を少なくとも１つの金属酸化物または半金属酸化物に変換し、少なくとも１つの金属酸化
物または半金属酸化物および少なくとも１つのハロゲン不含の難燃剤を含有する粒子を得
る工程、および
（Ｆ）場合により工程（Ｅ）からの粒子を乾燥させる工程を含み、
この場合ハロゲン不含の難燃剤は、標準条件で液状である、上記方法。
【請求項２】
　少なくとも１つのハロゲン不含の難燃剤は、トリフェニルホスフィン、ジフェニル（ｏ
－トルイル）ホスフィン、トリブチルホスフィンオキシド、トリオクチルホスフィンオキ
シド、ジフェニルホスファイト、トリフェニルホスファイト、トリス（ノニルフェニル）
ホスファイト、ジメチルメチルホスホネート、ジオクチルフェニルホスホネート、トリフ
ェニルホスフェート、トリトルイルホスフェートおよびその混合物からなる群から選択さ
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れたものであるか、
または
レソルシノール－ビス（ジフェニルホスフェート）、ビスフェノールＡ－ビス（ジフェニ
ルホスフェート）、ポリ（ｍ－フェニレンメチルホスホネート）およびその混合物からな
る群から選択されたものであることを特徴とする、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　少なくとも１つの金属酸化物または半金属酸化物は、ＳｉＯ2、ＴｉＯ2、ＺｎＯ、Ｚｒ
Ｏ2、Ａｌ2Ｏ3およびその混合物からなる群から選択されたものであることを特徴とする
、請求項１または２記載の方法。
【請求項４】
　ＳｉＯ2のための前駆体化合物として、一般式（ＩＸ）
【化１】

〔式中、Ｒ27、Ｒ28、Ｒ29およびＲ30は、互いに無関係に、水素、アルキル基、アリール
基、アルキルオキシ基および／またはアリールオキシ基を表わす〕で示される化合物が使
用されることを特徴とする、請求項３記載の方法。
【請求項５】
　工程（Ｂ）でコアシェル型粒子の形成は、乳濁液のｐＨ値の変化によって行なわれるこ
とを特徴とする、請求項１から４までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　工程（Ｄ）での少なくとも１つの極性溶剤は、少なくとも１つのアルコールであること
を特徴とする、請求項１から５までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　少なくとも１つのハロゲン不含の難燃剤およびＳｉＯ2、ＴｉＯ2、ＺｎＯ、ＺｒＯ2、
Ａｌ2Ｏ3およびその混合物からなる群から選択された、少なくとも１つの金属酸化物また
は半金属酸化物を含有する粒子であって、この粒子は、少なくとも１つのハロゲン不含の
難燃剤がコア中に存在し、かつ少なくとも１つの金属酸化物または半金属酸化物がシェル
中に存在するコアシェル型粒子であり、この場合ハロゲン不含の難燃剤は、標準条件で液
状であることを特徴とする、上記粒子。
【請求項８】
　少なくとも１つのハロゲン不含の難燃剤およびＳｉＯ2、ＴｉＯ2、ＺｎＯ、ＺｒＯ2、
Ａｌ2Ｏ3およびその混合物からなる群から選択された、少なくとも１つの金属酸化物また
は半金属酸化物を含有する粒子であって、少なくとも１つのハロゲン不含の難燃剤および
少なくとも１つの金属酸化物または半金属酸化物が本質的に均一な分布で含有されており
、この場合ハロゲン不含の難燃剤は、標準条件で液状であることを特徴とする、上記粒子
。
【請求項９】
　粒子の全質量に対するコア材料の濃度が５０質量％を上廻る、請求項７または８記載の
粒子。
【請求項１０】
　請求項７から９までのいずれか１項に記載の粒子および少なくとも１つの熱可塑性ポリ
マーまたは熱硬化性ポリマーを含有するポリマー成形材料。
【請求項１１】
　請求項１０記載のポリマー成形材料を製造するための方法であって、前記粒子と少なく
とも１つの熱可塑性ポリマーまたは熱硬化性ポリマーとを混合することによる、請求項１
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０記載のポリマー成形材料を製造するための方法。
【請求項１２】
　ポリマー成形材料における請求項７から９までのいずれか１項に記載の粒子の使用方法
。
【請求項１３】
　ポリマー成形材料に難燃性を付与するための、請求項７から９までのいずれか１項に記
載の粒子の使用方法。
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